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2本日ご議論いただきたい事項

◼ 2021年4月の需給調整市場（三次②）の取引開始に向けて、現在、市場運営者である一般送配電事業者に
おいて、市場参加者の申込受付やリソースの事前審査、システム開発等の準備が進められている。

◼ また、上記の取り組みにあわせて、一般送配電事業者では、第７回本小委員会において示された三次②必要量算
出に関する基本的な考え方を踏まえ、必要量の算出準備を進めているところ。

◼ 本日は、需給調整市場開設に向けた準備状況をご説明したうえで、一般送配電事業者が現在準備を進めている
エリア毎の三次②必要量の算出に関する検証プロセス、および調整力及び需給バランス評価等に関する委員会
（以下、「調整力等委員会」という）において検討することとされている不等時性を考慮した三次②必要量の低減
に向けた対応についてご議論をいただきたい。
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1. 需給調整市場（三次②）開設に向けた準備状況について
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5需給調整市場（三次②）開設に向けた準備状況について

◼ 現在、市場運営者である一般送配電事業者は、三次②の取引開始（2021年3月31日）に向けて市場参加者
の受付を実施しており、参入を予定しているリソースの事前審査等を実施しているところ。

◼ また、需給調整市場システムについては、新型コロナウイルスの影響により、開発遅延の可能性があったが、当初の運
用開始時期（３/31）に運用が開始可能な見込みとなっている。

◼ 引き続き、関係各所で需給調整市場システムの運用試験、三次②必要量の算出準備、連系線利用枠の算定等、
実取引に係る準備を進めていく予定となっており、広域機関としても都度進捗状況を確認していく。

12月 1月 2月 3月以降

需給調整市場
システム

一般送配電事業者

取引会員

広域機関

電力・ガス取引
監視等委員会

システム操作説明会

（取引会員等向け）

12/10

3/192/1
3/8,9

予行演習 ３/31

システム開発 運用試験

三次②必要量準備（必要量テーブル作成）

操作方法確認・システム連携

操作方法確認・システム連携

連系線利用枠算定
（時間前市場向け）

市場開設

システムの運用試験

2021年度必要量の検証
（詳細はスライド16）

毎日実施
(詳細は次ページ参照)



6（参考）三次②取引スケジュール

◼ 需給調整市場（三次②）の取引スケジュールは以下の通り。

前週
前日

当日
AM PM

需給調整
市場システム

一般送配電
事業者

取引会員

広域機関

再エネ出力
予測

入札受付

12時 14時

ΔkW単価
の登録

約定処理

15時

kWh単価受付

kWh単価
の登録

火曜14時

発電販売
計画の提出

翌日計画
策定

連系線容量
の上限通知

発電販売計画・
基準値の提出

域外約定の
結果報告

マージン確保
（供給区域外からの調達）

三次②必要量抽出

※当該ブロックの最初のコマのGCまで

電源差替・ﾊﾟﾀｰﾝ変更※

kWh単価変更

GC



7（参考）三次②取引に係る連系線の容量確保に関する考え方

◼ 三次②の広域調達は、連系線の運用容量からスポット約定分、時間前市場向け確保分、およびマージンを除いた
範囲内で行われる。

◼ 一般送配電事業者がGC以降に行う広域需給調整は、三次②広域調達分とGC時点で残存している連系線空容
量を利用して行われる。

マージン マージン

時間前
確保枠

スポット
潮流

三次②
利用枠

スポット取引前

運
用
容
量

スポット取引後

前日12時

三次②取引前

前日14時

マージン

スポット
潮流

※

※過去の時間前市場実績データ等から時間前市場向けに残すべき連系線容量を決定
（監視等委員会にて算出）

三次②取引後

前日15時

マージン

スポット
潮流

時間前市場

前日17時～

マージン

スポット
潮流

時間前
潮流

広
域
需
給
調
整

で
活
用

三次②
広域調達分
(域外約定)

三次②
広域調達分
(域外約定)

時間前
確保枠



8（参考）三次②向け連系線確保量の上限値の設定の考え方①

出所）第41回 制度設計専門会合 資料６
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/041_06_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/041_06_00.pdf


9（参考）三次②向け連系線確保量の上限値の設定の考え方②

出所）第41回 制度設計専門会合 資料６
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/041_06_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/041_06_00.pdf


10（参考）取引会員の参加申し込み状況

◼ 需給調整市場への参加希望者は、市場参加申込→事前審査→契約締結の順に、手続きを行う。

◼ 各手続きにおける進捗件数は、以下の通り（2020年11月末時点）。

市場参加申込

事前審査

契約締結

入札開始

加入希望者は，申込書を市場運営者に提出。
市場運営者は，取引会員資格審査を行う。

取引会員は性能確認の申請を行い，属地エリ
アの一般送配電事業者は，登録された発電機
または需要家リスト・パターンに含まれるリソースが
規定に定める要件に適合していることを確認する。

所有するリソースについて、事前審査に合格した
取引会員は、属地の一般送配電事業者との間
で精算の詳細等を規定する「需給調整市場に
関する契約」を締結

２０件

３件
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6月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 0 0 0 0 0

10～20% 0 0 0 188 143 98 0 0

20～30% 0 0 0 986 1,258 209 0 0

30～40% 0 0 0 1,784 2,374 320 0 0

40～50% 0 0 1,033 2,050 2,380 683 32 0

50～60% 0 0 1,009 2,316 2,387 1,081 30 0

60～70% 0 48 1,019 2,965 2,476 1,803 29 0

70～80% 0 50 1,029 3,614 3,492 3,371 31 0

80～90% 0 52 1,949 4,261 5,491 1,437 33 0

90～100% 0 55 1,201 2,376 1,822 1,273 114 0

三次②必要量算出に関する考え方について

三次②必要量テーブル

◼ 三次②は、FIT特例①・③の予測誤差のうち、前日からGC時点までの予測誤差に対応する商品であることから、第
７回本小委員会（2018年11月13日）において、その必要量は過去実績に基づき統計的に算出することとし、
次の算定式で算出すると整理した。

◼ また、前日に調達する三次②必要量は、2021年度の調達開始までに蓄積された過去データを、月別・予測出力
帯別・時間帯別に整理（三次②必要量テーブル）し、前日※のFIT特例の出力予測に基づき算定することとした。
この方針を受け、各一般送配電事業者は、三次②必要量テーブルを作成するために必要となるデータの整備を進め
ている。

三次②必要量

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の3σ相当値

「前日予測値※ ー 実績値」
の再エネ予測誤差の3σ相当値

※2020年度以降、FIT特例①の予測値は前日の6時にBGへ再通知することに変更されたため、
需給調整市場における三次②取引が行われる際は、前日の出力予測値に基づく算定となる。

三次②必要量 ＝ 「前々日※予測値 ー 実績値」の再エネ予測誤差の３σ相当値

ー 「GC予測値 ー 実績値」の再エネ予測誤差の３σ相当値

【三次②必要量算出イメージ】

5月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 251 208 0 0 0

10～20% 0 0 0 446 744 99 0 0

20～30% 0 0 0 642 1,279 488 0 0

30～40% 0 0 0 1,096 2,415 518 2 0

40～50% 0 0 1,069 1,457 2,419 1,084 26 0

50～60% 0 0 1,705 2,795 2,423 1,554 32 0

60～70% 0 48 1,759 3,669 2,452 1,962 41 0

70～80% 0 97 1,814 3,919 3,645 3,370 50 0

80～90% 0 76 1,946 4,170 4,773 1,345 69 0

90～100% 0 55 179 1,477 953 697 109 0

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 251 208 0 0 0

10～20% 0 0 0 329 233 105 0 0

20～30% 0 0 0 839 612 314 0 0

30～40% 0 0 657 1,349 991 523 0 0

40～50% 0 0 1,271 1,715 1,543 733 0 0

50～60% 0 0 1,752 2,198 2,295 1,654 0 0

60～70% 0 0 1,648 3,846 2,438 1,964 0 0

70～80% 0 97 1,543 3,977 3,694 3,412 0 0

80～90% 0 0 1,490 4,109 4,671 791 61 0

90～100% 0 0 758 1,030 454 242 55 0



12（参考）三次②必要量の考え方

出所）第7回 需給調整市場検討小委員会 資料３
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijyo_07_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijyo_07_03.pdf


13（参考）三次②必要量の算定

出所）第7回 需給調整市場検討小委員会 資料３
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijyo_07_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijyo_07_03.pdf


14（参考）三次②必要量テーブルの作成について（１／２）

◼ 日々の三次②必要量の算定に当たって、前日の再エネ出力予測に基づき、時間帯毎にその必要量を選択できるよ
う、過去実績をこれら区分に分類のうえ、その区分ごとに前述の算定式に基づき三次②必要量を算出している。この
分類された三次②必要量の一覧表が三次②必要量テーブルとなる。

【ステップ1：過去実績の整理】

月日 時刻
前日予測
(予測出力帯)

実績
再エネ
予測誤差

4/1
00:00～
00:30

32
(8%)

23 9

・
・ ・
・

・
・

・
・

・
・

4/1
03:00～
03:30

53
(15%)

33 20

・
・ ・
・

・
・

・
・

・
・

・
・ ・
・

・
・

・
・

・
・

４月
予測
出力帯

ブロック
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

０～
10％ 9

10～
20％ 20

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

「前日予測値ー実績値」
の再エネ予測誤差の３σ相当値の算出

「GC予測値ー実績値」
の再エネ予測誤差の３σ相当値

【ステップ2：３σ相当値の算出】 【ステップ3：必要量テーブルの作成】

月別・時間帯別・出力予測帯別に分類

※「ＧＣ予測値－実績値」の再エネ予測誤差も同様に整理

４月
予測
出力帯

ブロック
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

０～
10％ 25 40 0 0 0 0 30 30

10～
20％ 0 20 25 45 40 20 20 0

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

４月
予測
出力
帯

ブロック

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

０～
10％ 10 20 0 0 0 0 15 10
10～
20％ 0 10 15 20 15 10 10 0

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

「前日予測値ー実績値」の再エネ予測誤差
の３σ相当値から「GC予測値ー実績値」の
再エネ予測誤差の３σ相当値を控除

４月
予測
出力帯

ブロック
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

０～
10％ 15 20 0 0 0 0 15 20

10～
20％ 0 10 10 25 15 10 10 0

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

再エネ予測誤差の算出
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◼ 三次②必要量テーブルの作成にあたり、母集団となる再エネ予測誤差に関するデータは、再エネの設備導入量およ
び気象予測の精度※に影響を受けることが考えられる。このうち、再エネの設備導入量は年々変化していることから、
母集団に登録する母集団データは、こうした設備量の変化を当該年度相当量に補正処理を実施する。

◼ また、三次②必要量テーブルを作成するための母集団データとして、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するにあた
り、十分なデータが蓄積できていない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差発生
状況を用いて補正処理を実施する。

再エネ設備導入量の補正 テーブル内で隣接する予測誤差を用いた補正

※気象情報の精度向上に向けた取り組みは調整力等委員会で検討中。

（参考）三次②必要量テーブルの作成について（２／２）

◼ 過去の予測値および実績値を、当時の設備量に対する取
引年度の設備量の比率で引き延ばす補正処理をしてテー
ブルを作成

◼ データ欠損等に対して、上下（予測出力帯）、左右（時
間帯）の予測誤差値を平均した値に線形補正

【取引年度】【N年前】

日時 予測 実績

4/1
00:00～
00:30

9 5

4/1
00:30～
01:00

25 15

・
・ ・
・

・
・

4/1
03:00～
03:30

20 10

・
・ ・
・

・
・

(設備導入量)

4,000MW
(設備導入量)

3,000MW

×
4,000

3,000

6月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 0 0 0 0 0

10～20% 0 0 0 188 0 98 0 0

20～30% 0 0 0 0 0 80 0 0

30～40% 0 0 0 1784 2374 320 0 0

40～50% 0 0 1033 1473 1830 683 32 0

50～60% 0 0 45 2316 2220 1081 18 0

60～70% 0 48 301 2133 2476 1803 0 0

70～80% 0 37 1029 3614 332 3371 29 0

80～90% 0 52 1949 4261 5491 1437 33 0

90～100% 0 55 1201 2376 1822 1273 114 0

①

②日時 予測 実績

4/1
00:00～
00:30

12 7

4/1
00:30～
01:00

33 20

・
・ ・
・

・
・

4/1
03:00～
03:30

27 13

・
・ ・
・

・
・
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N－１年度 N年度（取引年度）

1月 2月 3月 ・・・ ・・・ 1月～

一般
送配電
事業者

広域
機関

三次②必要量に関する検証プロセスの構築について

◼ 再エネ予測誤差に対する調整力の費用負担については、一般送配電事業者による再エネ予測誤差の削減が効果
的に行われているかについて、広域機関が適正に監視・確認する仕組みとしたうえで、なお生じざるを得ない相応の
予測誤差とこれに対応するための調整力である三次②の確保にかかる費用が残る場合には、FIT交付金を活用して
負担することについて国の審議会で検討が進められている。

◼ こうした点を踏まえて、再エネ予測誤差に対応するための三次②必要量に関して、広域機関にて以下の検証プロセ
スを導入することとしてはどうか。なお、2021年度の事前評価については、次回の本小委員会で実施することとしては
どうか。

（事前評価）
✓ 広域機関は、一般送配電事業者が作成した三次②必要量テーブルの妥当性を評価

（事後評価）
✓ 一般送配電事業者が調達量の妥当性について事後検証を実施し、広域機関が検証結果を確認
✓ 一般送配電事業者は事後検証結果をHP等で公表

再エネ出力
予測

三次②必要量
抽出・入札

新・三次②必要量
テーブル

事前評価

三次②必要量
テーブル作成
・見直し

検証結果を踏まえ、必要に応じて修正 再エネ実績・
誤差実績

結果確認

検
証
結
果
の
公
表

※

事後検証結果、誤差実績を反映

調達状況等の確認

事後検証

＜毎日実施＞

※年度内変更なし（ただし、事前評価時以降の誤差等実績および最新の再エネ設備量情報の反映を除く）
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出所）第11回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（2018.12.26）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/011_04_00.pdf

（参考）再エネ予測誤差に対応するための調整力の費用負担について

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/011_04_00.pdf


18（参考）電源Ⅱの事前予約に関する検証プロセスについて

出所）第31回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 （2018.7.25） 資料２－１
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/files/chousei_jukyu_31_02_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/files/chousei_jukyu_31_02_01.pdf
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1. 需給調整市場（三次②）開設に向けた準備状況について

2. 不等時性を考慮した三次②必要量の低減に向けた取り組みについて

3. まとめ
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4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 251 208 0 0 0

10～20% 0 0 0 329 233 105 0 0

20～30% 0 0 0 839 612 314 0 0

30～40% 0 0 657 1,349 991 523 0 0

40～50% 0 0 1,271 1,715 1,543 733 0 0

50～60% 0 0 1,752 2,198 2,295 1,654 0 0

60～70% 0 0 1,648 3,846 2,438 1,964 0 0

70～80% 0 97 1,543 3,977 3,694 3,412 0 0

80～90% 0 0 1,490 4,109 4,671 791 61 0

90～100% 0 0 758 1,030 454 242 55 0

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 251 208 0 0 0

10～20% 0 0 0 329 233 105 0 0

20～30% 0 0 0 839 612 314 0 0

30～40% 0 0 657 1,349 991 523 0 0

40～50% 0 0 1,271 1,715 1,543 733 0 0

50～60% 0 0 1,752 2,198 2,295 1,654 0 0

60～70% 0 0 1,648 3,846 2,438 1,964 0 0

70～80% 0 97 1,543 3,977 3,694 3,412 0 0

80～90% 0 0 1,490 4,109 4,671 791 61 0

90～100% 0 0 758 1,030 454 242 55 0

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 251 208 0 0 0

10～20% 0 0 0 329 233 105 0 0

20～30% 0 0 0 839 612 314 0 0

30～40% 0 0 657 1,349 991 523 0 0

40～50% 0 0 1,271 1,715 1,543 733 0 0

50～60% 0 0 1,752 2,198 2,295 1,654 0 0

60～70% 0 0 1,648 3,846 2,438 1,964 0 0

70～80% 0 97 1,543 3,977 3,694 3,412 0 0

80～90% 0 0 1,490 4,109 4,671 791 61 0

90～100% 0 0 758 1,030 454 242 55 0

4月
ブロック1

(0時～3時)

ブロック2

(3時～6時)

ブロック3

(6時～9時)

ブロック4

(9時～12時)

ブロック5

(12時～15時)

ブロック6

(15時～18時)

ブロック7

(18時～21時)

ブロック8

(21時～24時)

0～10% 0 0 0 251 208 0 0 0

10～20% 0 0 0 329 233 105 0 0

20～30% 0 0 0 839 612 314 0 0

30～40% 0 0 657 1,349 991 523 0 0

40～50% 0 0 1,271 1,715 1,543 733 0 0

50～60% 0 0 1,752 2,198 2,295 1,654 0 0

60～70% 0 0 1,648 3,846 2,438 1,964 0 0

70～80% 0 97 1,543 3,977 3,694 3,412 0 0

80～90% 0 0 1,490 4,109 4,671 791 61 0

90～100% 0 0 758 1,030 454 242 55 0

不等時性を考慮した三次②必要量の低減に向けた取り組みについて

◼ 第38回調整力等委員会において、三次②必要量低減策の一つとして、エリア毎に確保しているΔkWの必要量を、
需給調整市場が開設したのちに調整力を広域的に調達・運用することができることを活かし、エリア間の不等時性を
踏まえた必要量に見直すことについて検討を進めるとされている。

◼ 現在、各一般送配電事業者が準備を進めているエリア毎の三次②必要量の算出方法は前述のとおりだが、そのうえ
で、不等時性を考慮した三次②必要量の算出方法の考え方としては、現状、各エリア毎に作成している三次②必
要量算出テーブルについて、複数エリアを合成したデータでテーブルを作成し、それに基づき三次②必要量を算出のう
え、需給調整市場で必要量を調達する手法（以下、「共同調達」という）が考えられる。

【不等時性考慮無し】

・・・

北海道

３σ

３σ

＜

エリア別３σによる
必要量

複数エリア合成3σによる
必要量

【不等時性考慮有り】

東北

四国

九州

・・・

３σ

３σ
３σ



21（参考）三次②のΔｋＷを減らす方策

出所）第38回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３－２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/files/chousei_38_03_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/files/chousei_38_03_02.pdf


22（参考）三次②の必要量に係る不等時性の考慮

出所）第38回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３－２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/files/chousei_38_03_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/files/chousei_38_03_02.pdf


23三次②必要量低減に向けた取り組み（共同調達）の一例について

◼ 複数エリアで行う共同調達は、三次②必要量の低減に資する取り組みであり、また需給調整市場において行われる
広域調達による調達コストの低減、広域運用による運用コストの低減とあわせて、調整力のコスト削減に寄与するも
のと考えられる。

前月まで 前日 当日 事後

業
務
フ
ロ
ー

概
要

• 共同調達実施エリ
ア間で再エネ予測
誤差実績データを
統合し、必要量
テーブルを作成

• 各エリアの再エネ予
測値を集約のうえ、
共同調達エリアとし
ての三次②必要量
を算出

• 算出された必要量
を、共同調達エリア
の各TSOへ配分

• 配分された三次②必要
量を基に買い入札

• エリア外約定分は連系
線マージンを確保

•三次②へ発動指令
(広域需給調整シス
テムで広域運用)

複数エリアの
テーブルを統合

共同調達エリアの
必要量算出

必要量配分
各TSOによる
買い入札

精算実運用

共同調達の導入 広域運用

必要量の低減

広域調達

運用コストの低減調達コストの低減
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共同調達 広域調達（需給調整市場） 広域運用（実運用）

不等時性
の考慮

三次②必要量の共同調達を導入するにあたっての課題

◼ 共同調達は、複数エリア間で３σ相当の再エネ予測誤差は同時に発生しないという前提に立って、三次②必要量を
低減させる取り組みとなる。これは、実運用時に、共同調達を行う一つのエリアにおいて３σ相当の再エネ予測誤差
が発生した場合は、その他のエリアから連系線を介して三次②の融通を受電することが前提ともいえる。

◼ 他方で、現状の連系線利用ルールにおいては、需給調整市場で広域調達したΔkWに対してのみマージンが付与さ
れる。このため、実運用において、共同調達したエリアで３σ相当の再エネ予測誤差が発生した場合、時間前市場に
おける約定により連系線の空容量が十分に残存していなければ、域外から融通を受電できない可能性がある。

必要量
X

必要量
Y

空
容
量

X´

Y´

◼ 対象エリア間で調整力の融通を前
提に三次②必要量を低減

【Aエリア】

【Bエリア】

◼ 広域調達した調整力のみ連系線
マージンを確保

Y´

空
容
量

◼ 対象エリアで３σ誤差が発生した場
合、調整力が受電できない可能性

X´

広
域
調
達

域外約定分は
マージンとして確保

空
容
量

Y´

広
域
調
達

時
間
前
約
定

X´

３σ相当誤差の発生

空
容
量
不
足



25（参考）共同調達における課題イメージ

Aエリア Bエリア

◼ 共同調達を実施しているあるエリアで３σ相当の再エネ予測誤差が発生した場合は、もう一つのエリアからΔkW融通
を受電する必要があるが、連系線の空容量が十分に残存していないと、域外から必要な融通を受けれない可能性が
ある。

Cエリア

【共同調達】 (必要量：120)

【広域調達】

連系線マージンあり

ΔkW融通受電担保あり

連系線マージンなし

【課題】 ΔkW融通受電担保なし

個別(必要量：150)

50 100

[70]

※便宜上、Cエリアの
必要量は０とした

[30]

(30)

＜安＞＜中＞＜ΔkW単価＞

３σ誤差(50)
が発生

調整力 20＋？

[20]

※便宜上、Aエリアは
広域調達しないとした

＜高＞

[約定量]

(？)

△30

20 100

【実運用】 Ａエリア



26三次②必要量の共同調達実施に向けた検討について

◼ この点、実運用段階で十分な空き容量がある連系線であれば対応可能とも考えられるが、共同調達エリアにおける
必要量配分次第で、３σ相当の再エネ予測誤差が生じた場合に、どの程度の融通を送受電する必要があるのかと
いったこと等も関係するため、対応方法について、引き続き検討を進めることとしたい。
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28まとめ

◼ 需給調整市場（三次②）開設に向けた準備状況について、以下の点を確認した。

• 新型コロナウイルスの影響により、開発遅延の可能性があったが、当初の運用開始時期（３/31）に運用が開始
可能な見込み。

• 引き続き、関係各所で需給調整市場システムの運用試験等、実取引に係る準備を進めていく予定（広域機関と
しても都度進捗状況を確認）。

◼ 一般送配電事業者が、算出準備を進めている三次②必要量については、再エネ予測誤差に対する調整力の費用
負担に関する国の審議会での整理を踏まえ、広域機関にて妥当性を検証する事前・事後のプロセスを導入すること
としてはどうか。また、2021年度の事前評価については、次回の本小委員会で実施することとしてはどうか。

◼ 不等時性を考慮した三次②必要量の低減に向けた取り組みについて、以下の通り検討を進めることとしたい。

• 三次②のΔkWを減らす方法の一つとして、エリア間の不等時性を考慮し、複数エリアを合成した三次②必要量算
出テーブルを作成し、それに基づき三次②必要量を算出のうえ、需給調整市場で必要量を調達すること（共同調
達）が考えられる。

• 不等時性を考慮した複数エリアにおける共同調達は、実運用時に、共同調達を行う一つのエリアにおいて３σ相当
の再エネ予測誤差が発生した場合に、その他のエリアから連系線を介して三次②の融通を受電する必要があるが、
その際、連系線の空容量が十分に残存していなければ、域外から融通を受電できない可能性があるため、引き続
き、対応方法について検討を行う。


